
〇 構面に対して垂直
　 方向には強い

窓としてのCLT 寄せ集まって強くなる構造
1.ロの字ユニット…
構面に対して垂直方向には強く、平行
方向には弱い特徴があります。

1.ロの字ユニット…
構面に対して垂直方向には強く、平行
方向には弱い特徴があります。

2.ロの字ユニットを組み合わせる…
変形方向に対してもう一つのロの字ユニットを垂直
に設置し変形を抑えます。

3.リング状のプラン…
ロの字ユニットをリング状に並べることで全体を
構造要素とします。

4.リングの積層…
リング状に並べたロの字ユニットを積層させます。上下の水平面同士の摩擦により
水平力を伝達できるため、ロの字を載せるだけという単純な工法で構成できます。

× 構面に対して平行
　 方向には弱い

変形方向に対して垂
直にロの字ユニットを
設けることで抵抗する

柱・梁によって全体を
構成し、壁によって内
外を分け、窓によって
つなげる。それぞれの
役割が分担された要素
が寄せ集まってできる
建築

巨大な窓のようなロの
字を一単位としたユニ
ットを集めることでで
きる建築。構造体、外
壁、窓、など役割を兼
ねた要素で構成する。

窓の集合体としてのCLT

様々な窓の機能

CLTの良さ在来工法

変形大

変形を抑えられる
※未だ変形あり

変形小

+

ロの字ユニット同士を垂直に交差さ
せることで倒れこむ方向を固めます。

垂直方向を向いたロの字ユニットを交互に並べて
全体でリングを構成することで、水平力を順に流し
ます。ロの字同士が支えあって全体が固まります。

上下の壁を二か所ずつボル
トで引っ張る

上下の水平面同士の摩擦に
より水平力を伝達する

屋根の下地にCLT材を用い
る。水平剛性を高める。

CLTロの字ユニットと基礎はア
ンカーボルトにより定着される

基礎

1F部分

2F部分

屋根

基礎立ち上がり

CLT壁材

アンカーボルト

柱・梁を基本要素とした在来構法→CLTの板材によるCLT構法→そして窓型をユニットとした
新しい構法へと進化させることで、今までにない新たな住空間を提案します。
窓型のユニットは構造体として機能するだけでなく、景色を取り入れ、人々をつなげるインター
フェースとして機能します。
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景色を最大限取り入れ
る大開口

・ダイナミックな空間
・木の暖かみのある空間
・強靭性
・断熱性能、遮炎性能
・安定した建設プロセス

外に飛び出た出窓

人と人をつなげる窓口くつろぐ窓辺

窓辺の棲み家
CLT デザインコンペ2017 住宅部門



窓を介した家族の関係イメージしやすい、コミュニケーションツール
家族の一人一人に外とダイレクトにつながった窓があり、内側に
おいても中央の吹き抜けを挟んでそれらの窓が向かい合った構成
とすることで、一人でいること、家族でいることを共に豊かにするよ
うな住まいとします。窓辺から外の風景を見るように家の風景を感
じ、大きな風景に取り囲まれながら家族の団欒を囲みます。

窓の集合体というシンプルなルールで建築を構成すること
で、お客様にとって、新しい生活の場となる住宅をわかりや
すくイメージしてもらえることを期待します。
CLT協会、建築主、住宅メーカー、設計者、施工者など様々
な人々が共有できるコミュニケーションツールとしての窓
を提案します。

施工現場までのCLT材搬入→窓の現場組み立て→クレーンによる窓の積み
上げ→金物による固定→設備、建具、間仕切壁の設置。以上の流れをスムー
ズに行うための建設プロセスの開発を提案します。

街に開かれた建築をめざす

バス待合スペース

コンビニ前の休憩所

公園としての庭

みんなの家
窓型ユニットで構成された
開放的な建築

バス停の近くで休憩できる
東屋のような窓

道を挟んで向かい合うコン
ビニなど周辺の施設の利用
者に開かれた休憩所

バス停

コンビニなど

内外を視覚的
につなげる

街路樹と同じ樹種を植えて街に開かれ
た公園のような佇まいの庭とします。

容易な建設プロセスの開発

1.トラックに
よる資材搬入

2.現場組み立てによる窓

3.クレーンによる窓の積み上げ

アンカーボルトに
よる隅部固定

アンカーボルト
による上下固定

安全な建設の開発

屋根の設置

建具の設置

4.設備、建具、間仕切り壁、屋根
の設置

空間のイメージ
建設プロセス
予算

周辺環境との関
わり方のイメー
ジ

建築主

敷地条件

窓

住宅メーカー

CLT協会

工法の開発

対候性
防火性能の向上
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配置図兼一階平面図 S=1/150
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街の休憩所
近くのコンビニなどを利用
したり街の通りすがりの
人々の憩いのスペース

リビング
二層吹き抜けの開
放的なリビング
中央のスペースと
連続して使える

事務所スペース
6名用の執務スペース
＋ミニキッチン。庭に
面した快適な部屋。

街の休憩所
近くのバス停で
待つ人々の憩い
のスペース

二階平面図 S=1/150

床下に収納ス
ペースを持つ。
開放的な個室。

交差点に面した
開放的な個室。

駐車場 客用 8台
駐車場 

従業員用 6台

模型写真

■建築概要

延床面積：151.4㎡

敷地面積：824.04㎡

建築面積：103.5㎡

建蔽率：12.56％＜60％

容積率：18.37％＜200％

最高高さ: 9.4m
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中央の吹き抜けを挟ん
で窓が立体的に斜めに
並ぶ。家族は外の景色
に開かれながら家族と
向き合う

西面外観 東面外観 南面外観 内観：ダイニングから他窓を見る 内観：ダイニングと寝室を見る 内観：立体的につながる窓

モデルハウスは新しい公共性を持ちうるビルディングタイプです。
モデルハウスは住宅よりも不特定多数の多くの人々が訪れ、商業施設よりもアットホーム
で落ち着く親密な空間が提供される場所です。
モデルハウス自体を開放性のある建築とすることで街に開かれた場所を作り出します。
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